
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
六
号
）

二
〇
八
（
一
〇
四
〇
）

　
　
　
相
澤
秀
一
教
授
略
歴
・
主
要
著
作
目
録

　
　
　
　
　
　
　
　
略
　
　
　
　
　
歴

明
治
三
八
年
七
月
二
四
目
　
高
知
市
に
生
れ
る
（
新
潟
県
在
籍
）

大
正
二
一
年
　
三
月
　
　
　
新
潟
県
糸
魚
川
中
学
校
卒
業

昭
和
　
二
年
　
三
月
　
　
　
第
四
高
等
学
校
理
科
卒
業

昭
和
　
五
年
　
三
月
　
　
　
京
都
帝
国
大
学
経
済
学
部
卒
業

昭
和
　
五
年
　
四
月
　
　
　
京
都
帝
国
大
学
大
学
院
に
在
学
（
六
年
三
月
ま
で
）

昭
和
　
六
年
　
四
月
　
　
　
横
浜
専
門
学
校
講
師
と
な
る

昭
和
　
八
年
　
四
月
　
　
　
京
都
帝
国
大
学
大
学
院
に
在
学
（
九
年
三
月
ま
で
）

昭
和
　
八
年
　
九
月
　
　
　
京
都
府
立
第
一
中
学
校
教
諭
に
就
任

昭
和
二
二
年
　
四
月
　
　
　
関
西
大
学
講
師
と
な
る

昭
和
一
四
年
　
四
月
　
　
　
東
亜
研
究
所
調
査
員
に
就
任

昭
和
ニ
ハ
年
　
一
月
　
　
　
山
口
高
等
商
業
学
校
教
授
と
な
る

昭
和
二
二
年
　
四
月
　
　
　
山
口
県
農
地
委
員
（
二
四
年
八
月
ま
で
）

昭
和
二
四
年
　
九
月
　
　
　
目
本
学
術
会
議
会
員
（
二
七
年
一
月
ま
で
）



昭
和
二
七
年

昭
和
二
八
年

昭
和
三
〇
年

昭
和
三
四
年

昭
和
三
五
年

昭
和
三
八
年

昭
和
三
八
年

昭
和
四
〇
年

四
月

六
月

五
月

四
月

四
月

四
月

四
月

九
月

昭
和
四
〇
年
一
〇
月

昭
和
四
六
年
　
三
月

著

　
　
　
　
　
　
著

黎
明
期
の
市
氏
経
済
学

経
済
　
学
　
説
　
史

財
　
　
　
政
　
　
　
学

経
　
済
　
原
　
論

要
約
　
資
　
本
　
論

　
大
阪
市
立
大
学
経
済
学
郁
非
常
勤
維
師
と
な
る

　
大
阪
市
立
大
学
講
師
と
な
る

　
大
阪
市
立
大
学
教
授
と
な
る

　
大
阪
市
立
大
学
経
済
学
部
長
を
命
ぜ
ら
れ
る
（
二
ニ
ハ
年
三
月
ま
で
）

　
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
委
員
を
委
嘱
さ
れ
る

　
大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
会
々
長
に
就
任
（
三
九
年
三
月
ま
で
）

　
立
命
館
大
学
経
済
学
部
非
常
勤
講
師
と
な
る
（
三
九
年
三
月
ま
で
）

　
大
阪
市
立
大
学
を
定
年
退
職

　
立
命
館
大
学
経
済
学
部
教
授
と
な
る

　
立
命
館
大
学
を
定
年
退
職

作
　
目
　
録

書

相
澤
秀
一
教
授
略
歴
・
主
要
著
作
口
録

叢三三口三

笠笠
本

文科

書書
学

書

閣房房杜房

　
　
昭
和
一
二
年

　
　
昭
和
一
三
年

　
　
昭
和
一
六
年

　
　
昭
和
二
三
年

　
　
昭
和
二
四
年

二
〇
九
（
一
〇
四
一
）

六
月

七
月

五
月一

月

五
月



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
猪
六
号
）

経
済
原
論
（
経
済
学
全
書
第
一
巻
）

資
本
主
義
の
経
済
理
論

経
済
学
原
論

経
済
学
基
礎
理
論

杜
会
科
学
の
道
標
（
編
著
）

　
　
　
　
　
雑
誌
所
載
の
論
稿

生
産
力
と
生
産
関
係

政
治
経
済
学
批
判
の
意
義

経
済
学
の
自
然
科
学
化

経
済
学
者
と
し
て
の
ジ
ョ
ソ
・
ロ
ッ
ク

経
財
政
学
序
説
（
？
）

マ
カ
ロ
ヅ
ク
の
経
済
学
史
（
書
評
）
？

価
格
に
就
て
の
一
考
察
（
論
文
）

利
潤
論
の
一
駒
（
論
文
）

経
済
学
と
価
値
論
（
論
文
）

経
済
学
の
方
法
（
論
文
）

三三有雄雄

笠笠

斐津澤

書書

房房閣杜杜

　
唯
物
論
研
究

　
唯
物
論
研
究

　
唯
物
論
研
究

　
唯
物
論
研
究

　
山
口
商
学
雑
誌
（
二
一
巻

　
山
口
商
学
雑
誌
（
二
一
巻

　
山
口
商
学
雑
誌
（
二
二
巻

　
山
口
商
学
雑
誌
（
一
四
巻

　
経
済
評
論
第
（
二
巻

山
口
経
済
学
雑
誌
（
　
一
巻

二
一
〇
（
一
〇
四
二
）

　
　
昭
和
二
四
年
二
一
月

　
　
昭
和
二
五
年
一
〇
月

　
　
昭
和
二
八
年
　
二
月

　
　
昭
和
三
九
年
一
〇
月

　
　
昭
和
四
二
年
　
四
月

（
第
六
号
）

（
第
ニ
ハ
号
）

（
第
三
七
号
）

（
第
四
六
号
）

　
　
三
号
）

　
　
四
号
）

　
　
一
号
）

　
　
一
号
）

三
・
四
号
）

　
一
・
二
号
）

昭
和
八
年

昭
和
九
年

昭
和
一
〇
年
一

昭
和
一
一
年

昭
和
ニ
ハ
年

昭
和
ニ
ハ
年

昭
和
一
七
年

昭
和
一
八
年

昭
和
二
二
年

昭
和
二
五
年

四
月

二
月一

月

八
月

六
月

八
月

三
月

三
月

四
月

三
月



価
値
法
則
の
考
察
（
論
文
）

杜
会
的
必
要
労
働
の
意
義
（
論
文
）

マ
ル
サ
ス
批
判
（
紹
介
）

ヴ
ォ
ロ
デ
ィ
ソ
「
ケ
ィ
ソ
ズ
批
判
」
（
批
評
と
紹
介
）

経
済
政
策
諭
の
意
義
（
研
究
）

「
資
本
論
」
に
い
う
と
こ
ろ
の
法
則
に
つ
い
て
（
研
究
）

経
済
学
理
論
の
性
格
（
研
究
）

労
働
価
値
論
に
１
つ
い
て
（
研
究
）

経
済
学
史
の
方
法
（
研
究
）

石
原
忠
男
「
恐
怖
の
経
済
理
論
」
（
書
評
）

経
済
学
の
方
法
（
研
究
）

Ｊ
・
イ
ー
ト
ソ
「
核
時
代
に
お
げ
る
杜
会
主
義
」
（
紹
介
）

経
済
政
策
論
序
説
（
研
究
）

宇
野
弘
蔵
「
経
済
学
方
法
論
」
（
紹
介
）

「
強
め
ら
れ
た
労
働
」
の
概
念
（
研
究
）

国
家
と
経
済
（
研
究
）

独
占
利
潤
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
研
究
）

　
　
　
相
澤
秀
一
教
授
略
豚
・
主
要
著
作
目
録

　
　
　
経
沽
評
諭
（
　
六
巻

山
口
経
済
学
雑
誌
（
　
一
巻

　
　
経
済
学
雑
誌
（
三
一
巻

　
　
経
沽
学
雑
誌
（
三
四
巻

　
　
経
沖
学
雑
誌
（
三
五
巻

　
　
経
済
学
雑
誌
（
二
ニ
ハ
巻

　
　
経
済
学
雑
誌
（
三
八
巻

　
　
経
済
学
雑
誌
（
四
〇
巻

　
　
経
済
学
雑
誌
（
四
二
巻

　
　
経
済
学
雑
誌
（
四
三
巻

　
　
経
済
学
雑
誌
（
四
五
巻

　
　
経
済
学
雑
誌
（
四
五
巻

　
　
経
沽
学
雑
誌
（
四
六
巻

　
　
経
済
学
雑
誌
（
四
六
巻

　
　
経
済
学
雑
誌
（
四
七
巻

　
　
経
済
学
雑
誌
（
四
八
巻

　
　
経
済
学
雑
誌
（
五
一
巻

　
　
一
号
）
　
昭
和
二
六
年
　
一
月

　
　
三
号
）
　
昭
和
二
六
年
　
三
月

五
・
六
号
）
　
昭
和
二
九
年
一
二
月

三
・
四
号
）
　
昭
和
三
一
年
四
月

五
・
六
号
）
　
昭
和
三
一
年
一
二
月

　
　
五
号
）
　
胴
和
三
二
年
　
五
月

　
　
三
号
）
　
昭
和
三
二
年
　
三
月

　
　
二
号
）
　
昭
和
三
四
年
　
二
月

四
・
五
号
）
　
昭
和
三
五
年
　
五
月

　
　
六
号
）
　
昭
和
三
五
年
二
一
月

　
　
三
号
）
　
昭
和
三
六
年
　
九
月

　
　
六
号
）
　
昭
和
三
六
年
二
一
月

　
　
三
号
）
　
昭
和
三
七
年
　
三
月

　
　
六
号
）
　
昭
和
三
七
年
　
六
月

　
　
二
号
）
　
昭
和
三
七
年
　
八
月

一
・
二
号
）
　
昭
和
三
八
年
　
二
月

　
　
四
号
）
　
昭
和
三
九
年
二
一
月

　
　
二
一
一
（
一
〇
四
三
）



　
　
　
立
命
館
径
済
学
（
第
十
九
巻
・
笏
六
号
）

経
済
学
の
若
干
の
基
本
問
題
（
論
説
）

価
値
論
の
基
木
と
そ
の
意
義

吉
村
達
次
『
経
済
学
方
法
論
』
　
（
書
評
）

『
資
本
論
』
成
立
ま
で

　
　
　
古
典
経
済
学
と
小
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
経
済
学

『
資
本
論
』
の
周
辺
（
論
説
）

河
上
・
経
済
学
の
今
目
的
意
義
（
論
説
）

学
問
と
大
学
（
随
想
）

立
命
館
経
済
学

経
　
　
　
　
済

立
命
館
経
済
学

経
　
　
　
　
済

立
命
館
経
済
学

立
命
館
経
済
学

経
　
　
　
　
済

（
一
四
巻

（
一
五
巻

（
一
六
巻

（
一
八
巻

二
二
一
（
一
〇
四
四
）

　
　
六
号
）

（
第
二
四
号
）

　
　
三
号
）

（
第
三
七
号
）

三
・
四
号
）

　
　
一
号
）

（
第
六
三
号
）

昭
和
四
一
年
二
月

昭
和
佃
一
年
五
月

昭
和
四
一
年
八
月

昭
和
四
二
年
　
五
月

昭
和
四
二
年
一
〇
月

昭
和
四
四
年
　
四
月

昭
和
四
四
年
七
月




